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ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か

ち
ま
ち
有
志
展
示
会
（
実
行

委
員
長
前
田
昌
彦
、
９
月
担

当
委
員
白
澤
辰
次
）
は
「
第

８１
回
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
」
を
次

の
通
り
開
催
す
る
。

【
開
催
概
要
】

▽
日
時
‥
平
成
２６
年
９
月

３
日
�水
午
前
１０
‥
００
～
午
後

４
‥
００

▽
場
所
‥
秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ

ビ
ル
２
階
ア
キ
バ
・
ス
ク
エ

ア
▽
出
展
社
‥
３２
社

▽
内
容
‥
●
超
お
買
得
品

満
載
、
朝
市
好
評
継
続

●

９
月
の
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
に
限

り
、
文
化
工
芸
組
合
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
他
、
Ｏ

Ｂ
会
員
・
特
別
ト
ラ
イ
ア
ル

出
展
・
新
規
加
入
会
員
の
出

展
な
ど
、
多
彩
で
豊
富
な
商

品
を
提
供
。

●
正
午
ま
で
の
先
着
６
０

０
名
に
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
―
Ｉ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
レ
ス
ト
ラ
ン
街
の

食
事
券
を
進
呈
。
●
先
着
５

０
０
名
に
飲
物
進
呈
。

●
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
賞
（
現

金
３
万
円
お
買
上
げ
ご
と
に

１
回
抽
選
）
特
賞
�
５
万
円

×
３
本
、
１
等
�
１
万
円
×

１０
本
、
２
等
�
５
千
円
×
２０

本
、
３
等
�
２
千
円
×
１
０

０
本
、
４
等
�
千
円
×
２
５

０
円
、
５
等
�
５
百
円
×
１

０
０
０
本
、
６
等
�
百
円
×

２
０
０
０
本
、
合
計
３
３
８

３
本
が
当
た
る
。

●
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
（
当
日

お
買
物
券
）
午
後
２
時
１
回

の
み
。
特
賞
�
１０
万
円
×
１

本
、１
等
�
５
万
円
×
１
本
、

２
等
�
３
万
円
×
３
本
、
３

等
�
１
万
円
×
２０
本
、
敗
者

復
活
賞
�
５
千
円
×
３０
本
、

合
計
�
６０
本
を
用
意
。

【
出
展
社
名（
５０
音
順
）】

�株
ア
イ
ボ
リ
ー
、
�株
ア
ベ

ジ
ュ
エ
リ
ー
、�株
石
原
商
店
、

�株
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ジ
ェ
ム
、

�株
エ
ス
テ
ー
ト
、
�有
大
ハ
タ

パ
ー
ル
工
業
、�株
オ
ー
ロ
ラ
、

�有
き
し
の
宝
飾
、
�株
ク
ワ
リ

宝
飾
ジ
ェ
イ
・
ワ
ン
、
さ
く

ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
�株
、�株
三
和
真
珠
、

�株
Ｓ
Ａ
Ｎ
、�有
セ
ブ
ン
宝
飾
、

�株
セ
ン
ト
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、

ダ
イ
ド
ウ
商
事
�株
、
�株
高
橋

宝
飾
、
中
外
鉱
業
�株
銀
座
ル

ピ
ナ
ス
、
�有
デ
ィ
ー
エ
ヌ
デ

ィ
ー
、東
京
高
橋
パ
ー
ル
�有
、

ト
リ
プ
ル
・
エ
ー
、
中
川
装

身
具
工
業
�株
、
�株
南
洋
真
珠

ジ
ャ
パ
ン
、
�株
ハ
イ
タ
イ
ム

ズ
、
パ
ー
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

�株
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
、
村
田
宝

飾
�株
、
�株
ユ
ニ
オ
ン
真
珠
。

【
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
出
展
】

�株
大
久
保
商
会
、
【
Ｏ
Ｂ
会

員
出
展
】
ホ
ー
ベ
ル
、
【
ト

ラ
イ
ア
ル
出
展
】
�株
Ｆ
ｉ
ｎ

ｅ
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
、
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
、
�有
ラ

ト
ウ
ナ

サ
ガ
ル
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
協
会（
丸
山
朝
会
長
、

略
称
‥
Ｊ
Ｊ
Ａ
）
は
、
７
月

１０
日
午
前
１１
時
か
ら
東
上
野

の
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
で
定
例
記
者

会
見
を
開
き
、
平
成
２６
年
度

第
３
回
理
事
会
の
概
要
が
報

告
さ
れ
た
。

ま
ず
、
新
規
入
会
会
員
の

承
認
に
つ
い
て
、
法
人
個
人

正
会
員
１１
社
（
�株
ビ
ジ
ュ
ア

ス
カ
、
�有
タ
カ
ハ
シ
、
Ｌ
・

Ａ
・
Ｇ
�株
、
�株
ト
ッ
プ
ジ
ュ

エ
リ
ー
、
�株
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ラ

ン
ド
エ
コ
ジ
ェ
イ
、
�株
フ
ァ

ス
ト
リ
ン
グ
矢
澤
、�有
隆
鳳
、

�株
多
慶
屋
、
�株
Ｐ
Ｒ
現
代
、

�株
ク
レ
シ
ェ
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
�株
）
で

平
成
２６
年
６
月
末
正
会
員

（
個
人
・
法
人
）
７
９
４
社

と
な
る
。

次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
乳
房

健
康
研
究
会
と
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
運
動
」
と
し
て
、
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
乳
房
健
康
研
究
会
」

に
参
加
し
た
い
と
の
提
案
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｊ
Ａ
の
今
後
の
活
動
と
し

て
は
、
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運

動
」の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
」
を
ジ
ュ
エ
リ

ー
と
し
て
製
作
し
、
そ
の
ジ

ュ
エ
リ
ー
を
取
り
扱
う
企
業

及
び
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動

に
賛
同
す
る
会
員
企
業
の
募

金
活
動
実
施
を
検
討
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
、
香
港
等
の
今
後
の

海
外
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
海
外
支
援
事
業
は
継
続

し
て
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と

し
、
今
年
度
以
降
も
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
た
い
旨
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
展
示
会
に
お
け
る

ブ
ー
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
も
の
に
し
、
経
費
削
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
旨
、
併
せ

て
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
、
技
能
検
定
解
説
集

に
つ
い
て
は
、
技
能
者
育
成

支
援
委
員
会
の
今
年
度
事
業

と
し
て
、
平
成
２３
年
度
、
平

成
２４
年
度
版
の
技
能
検
定
解

説
集
を
作
成
し
て
年
度
分
の

発
刊
を
予
定
し
た
が
、
委
託

先
で
あ
っ
た
「
ジ
ュ
エ
リ
ー

製
造
団
体
等
協
議
会
」
が
平

成
２５
年
版
を
作
成
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
平
成
２５
年
度
版

も
併
せ
て
発
刊
し
た
い
旨
提

案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
退
会
会
員
に
つ
い

て
は
、
法
人
個
人
正
会
員
５

件
の
退
会
の
報
告
が
あ
っ

た
。
次
に
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
業
者
選
定
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
結
果
報
告
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
概
要
に
つ
い
て
も
併
せ

て
説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
、
「
第
１
回
ジ
ュ
エ

リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
接

客
コ
ン
テ
ス
ト
」
二
次
審
査

報
告
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

４
年
６
月
１７
日
、
１８
日
で
行

わ
れ
た
「
第
１
回
ジ
ュ
エ
リ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
接
客

コ
ン
テ
ス
ト
」
２
次
審
査
結

果
に
つ
い
て
、
一
次
書
類
審

査
で
選
出
さ
れ
た
３０
名
の

内
、
２９
名
が
２
次
審
査
の
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
臨
み
、

５
名
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
選
出
さ
れ

た
。

終
審
査
は
Ｊ
Ｊ
Ｆ
２

０
１
４
会
期
中
の
８
月
２７
日

１４
時
３０
分
か
ら
Ｊ
Ｊ
Ｆ
会
場

内
特
別
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
で

行
い
、
さ
ら
に
、
表
彰
式
は

同
会
場
で
１６
時
よ
り
開
催
さ

れ
る
Ｇ
Ｇ
と
Ｊ
Ｃ
と
の
合
同

パ
ー
テ
ィ
ー
席
上
に
て
行
う

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
に

つ
い
て
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４

に
つ
い
て
、
表
彰
式
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
と
受
賞
作
品
展
示
企

画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
は
２

０
１
４
年
度
ミ
ス
日
本
グ
ラ

ン
プ
リ
の
沼
田
萠
花
（
モ
エ

カ
）
氏
を
選
任
、
表
彰
式
終

了
後
、
大
賞
作
品
を
着
装
し

Ｊ
Ｊ
Ｆ
会
場
を
練
り
歩
い
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
受

賞
作
品
展
示
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｊ
Ｆ
２
０
１
４
（
２
０
１
４

年
８
月
２６
日
か
ら
２８
日
）
、

ミ
キ
モ
ト
本
店
６
階
ミ
キ
モ

ト
ホ
ー
ル
（
２
０
１
４
年
９

月
３
日
か
ら
９
月
９
日
）
、

山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
２
０
１
４
年
９
月
２７

日
か
ら
１０
月
１３
日
）
で
展
示

す
る
と
報
告
が
あ
り
、
速
報

と
し
て
、
今
年
度
の
応
募
数

は
２
０
１
３
年
並
で
あ
る
と

併
せ
て
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
モ
ス

ク
ワ
報
告
に
つ
い
て
は
、
２

０
１
４
年
５
月
１７
日
か
ら
２１

日
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ

Ｏ
総
会
の
報
告
が
あ
り
、
総

会
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
、
昨
年
か
ら
国
内
外
で
話

題
に
上
っ
て
い
る
シ
ン
セ
テ

ィ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
生
産
者
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
デ
ィ
ー
ラ

ー
、
デ
ビ
ア
ス
、
鑑
別
機
関
、

法
律
家
の
立
場
か
ら
現
状
の

状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ラ

ボ
で
は
、
簡
易
検
査
で
タ
イ

プ
�
Ａ
の
天
然
ダ
イ
ヤ
は
鑑

別
可
能
と
し
、
タ
イ
プ
�
の

石
も
天
然
と
合
成
を
鑑
別
が

で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
業

界
と
し
て
は
、
流
通
の
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
天
然
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た

ブ
ル
ー
ブ
ッ
ク
の
用
語
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
カ
ラ
ー
ス

ト
ー
ン
、
パ
ー
ル
の
主
要
な

用
語
の
定
義
は
改
訂
さ
れ
、

新
た
に
サ
ン
ゴ
の
委
員
会
が

立
ち
上
が
り
、
用
語
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
Ｗ
Ｄ
Ｃ
の
キ
ン
バ
リ

ー
プ
ロ
セ
ス
厳
守
に
つ
い
て

は
、Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
と
し
て
、Ｅ

Ｕ
委
員
会
に
も
協
議
し
、
国

連
の
関
係
機
関
に
現
状
の
問

題
を
諮
紋
し
た
こ
と
、
及
び

来
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
総
会
が

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
併
せ
て
報
告
さ
れ
た
。

次
に
、
９
月
香
港
フ
ェ
ア

展
示
会
商
品
募
集
に
つ
い
て

は
、
毎
年
９
月
開
催
の
香
港

ジ
ュ
エ
リ
ー
＆
ジ
ェ
ム
フ
ェ

ア
に
於
い
て
日
本
の
技
術
・

デ
ザ
イ
ン
・
品
質
等
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
２
０
１
４
年

も
Ｊ
Ｊ
Ａ
広
報
ブ
ー
ス
を
出

展
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
展

示
会
に
展
示
す
る
展
示
品
を

会
員
企
業
か
ら
募
集
し
て
い

る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー

「
後
継
者
対
策
相
続
及
び
事

業
拡
大
の
た
め
の
Ｍ
＆
Ａ
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年

７
月
１７
日
午
後
２
時
～
４
時

開
催
の
「
後
継
者
対
策
相
続

及
び
事
業
拡
大
の
た
め
の
Ｍ

＆
Ａ
」
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

理
事
の
方
々
へ
の
参
加
要
請

が
あ
っ
た
。

次
に
、
Ｊ
Ｊ
Ｆ
２
０
１
４

に
つ
い
て
は
、
７
月
１５
日
�火

午
後
１
時
３０
分
よ
り
Ａ
Ｐ
秋

葉
原
に
お
い
て
Ｊ
Ｊ
Ｆ
２
０

１
４
出
展
社
説
明
会
を
開
催

す
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

シ
チ
ズ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
�株
（
戸
倉
敏
夫
社
長
）

は
、
７
月
３
日
午
後
６
時
３０

分
か
ら
千
代
田
区
大
手
町
の

経
団
連
会
館
で
恒
例
の
記
者

懇
親
会
（
暑
気
払
い
）
を
開

催
し
た
。

開
会
冒
頭
シ
チ
ズ
ン
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
�株
戸
倉
社
長

は
「
シ
チ
ズ
ン
グ
ル
ー
プ
の

構
成
に
は
、
シ
チ
ズ
ン
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
中
に
シ
チ

ズ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ
ス
パ
ー

ト
、
時
計
事
業
、
工
作
機
械

事
業
、
デ
バ
イ
ス
事
業
、
電

子
機
器
事
業
、
そ
の
他
の
事

業
に
シ
ル
バ
ー
電
研
、
シ
チ

ズ
ン
宝
飾
、
東
京
美
術
、
シ

チ
ズ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
グ
ル
ー

プ
会
社
１
０
０
社
、
グ
ル
ー

プ
人
員
２
万
２
２
３
３
人
。

中
期
経
営
計
画
で
成
長
の
核

と
位
置
付
け
て
い
る
時
計
事

業
の
意
思
決
定
を
迅
速
化
で

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
目

指
し
、
時
計
事
業
、
お
よ
び

時
計
製
造
で
培
わ
れ
た
強
み

を
生
か
せ
る
領
域
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
力
を
持
つ
事
業
の
集
合
体

を
目
指
す
。時
計
事
業
で
は
、

世
界
で
勝
ち
抜
く
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
を
目
指
し
、
ブ
ラ
ン

ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
飛
躍

的
に
強
化
す
べ
く
、
統
一
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

発
信
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
に
米
国
初
と
な
る
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
を
１１

月
オ
ー
プ
ン
予
定
。
グ
ロ
ー

バ
ル
モ
デ
ル
推
進
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
訴
求
に

世
界
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
祭
典

「
ミ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー

ク
（
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
）
」

に
初
出
展
。
次
に
、
中
国
お

よ
び
ア
ジ
ア
新
興
国
市
場
で

の
拡
販
、
２
０
１
４
年
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
を
２
０

１
４
年
『
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｌ

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
』
で
、
世
界

薄

・
世
界

速
で
宇
宙
と
つ
な

が
る
衛
星
電
波
時
計
『
エ
コ

・
ド
ラ
イ
ブ
サ
テ
ラ
イ
ト
ウ

ェ
ー
ブ
Ｆ
１
０
０
』
を
発
表

し
今
秋
発
売
予
定
。
マ
ル
チ

ブ
ラ
ン
ド
事
業
で
は
、
Ｂ
Ｕ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ａ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
２
０
１
２
年
に
傘
下

に
収
め
た
ス
イ
ス
ラ
・
ジ
ュ

ー
・
ペ
レ
社
の
機
械
式
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
搭
載
の
『
カ
ン
パ

ノ
ラ
』
、
メ
カ
ニ
カ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
８
月
に
発
売
予

定
、
ス
イ
ス
ブ
ラ
ン
ド
取
得

に
よ
る
、
新
た
な
領
域
へ
の

挑
戦
も
行
う
。
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
事
業
で
は
、
高
付
加
価
値

キ
ャ
リ
バ
ー
の
更
な
る
販
売

拡
大
（
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
、
機

械
式
な
ど
）
を
目
指
す
。
時

計
以
外
で
は
、
工
作
機
械
事

業
で
、
次
世
代
高
機
能
機
種

を
市
場
投
入
、
ア
フ
タ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
強
化
。
デ
バ
イ

ス
事
業
で
は
、
小
型
精
密
部

品
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
照

明
）
、
強
誘
電
性
液
晶
マ
イ

ク
ロ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開

発
、
電
子
機
器
事
業
で
は
、

フ
ォ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
、
小
型

プ
リ
ン
タ
ー
、
健
康
機
器
関

連
で
は
他
社
に
な
い
差
別
化

さ
れ
た
製
品
の
実
現
を
目
指

す
」
と
挨
拶
し
、
青
柳
常
務

取
締
役
の
発
声
で
乾
杯
、
歓

談
し
、
椛
田
取
締
役
の
閉
会

挨
拶
で
終
了
し
た
。

経営方針を説明する戸倉社長

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
全

日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡
小
売
協

同
組
合
・
近
藤
千
佳
之
理
事

長
）
で
は
、
恒
例
の
ジ
ョ
ウ

・
ジ
ャ
パ
ン
主
催
「
第
２７
回

時
計
技
能
競
技
全
国
大
会
」

を
開
催
す
る
。

【
開
催
概
要
】

▽
名
称
‥
第
２７
回
時
計
技

能
競
技
全
国
大
会

▽
主
催
‥
ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ

パ
ン
（
全
日
本
時
計
宝
飾
眼

鏡
小
売
協
同
組
合
）

▽
後
援
‥
厚
生
労
働
省

（
申
請
中
）
、
滋
賀
県
（
申

請
中
）
、
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
（
申
請
中
）
、
�社
日

本
時
計
協
会
（
申
請
中
）

▽
日
時
‥
平
成
２６
年
１０
月

２３
日
�木
開
会
式
午
後
３
時
、

２４
日
�金
競
技
午
前
８
時
３０

分
、
２５
日
�土
表
彰
式
閉
会
式

午
前
９
時

▽
会
場
‥
〒
５
２
０
―
０

０
１
５
滋
賀
県
大
津
市
神
宮

町
１
―
１
、
近
江
勧
学
館
、

�
０
７
７
・
５
２
４
・
３
９

４
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
・
５

２
２
・
３
６
１
８

▽
競
技
部
門
‥
第
１
部
門

（
メ
カ
・
ク
オ
ー
ツ
）

課

題
�

セ
イ
コ
ー
Ｃ
ａ
�
・

７
Ｔ
９
系
ア
ナ
ロ
グ
表
示
水

晶
腕
時
計
、
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ

機
能
、
日
付
き
。
課
題
�

オ
リ
エ
ン
ト

Ｃ
ａ
�
・
４６

系
機
械
式
自
動
巻
き
腕
時

計
、
日
、
曜
付
き
。

第
２
部
門
（
ク
オ
ー
ツ
）

課
題
�

セ
イ
コ
ー
Ｃ
ａ

�
・
７
Ｔ
９
系

ア
ナ
ロ
グ

表
示
水
晶
腕
時
計
、
ク
ロ
ノ

グ
ラ
フ
機
能
、
日
付
き
。

▽
表
彰

第
�
部
門
‥
優

勝
・
厚
生
労
働
大
臣
賞
、
準

優
勝
・
中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
会
長
賞
。
優
秀
賞
・
Ｊ

Ｏ
Ｗ
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
理
事
長

賞
。
技
能
賞
・
Ｊ
ｏ
ｗ
・
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
競
技
委
員
長
賞
。

第
�
部
門
‥
優
勝
・
厚
生

労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
長

賞
。
準
優
勝
・（
一
社
）日
本

時
計
協
会
会
長
賞
。
優
秀
賞

・
Ｊ
Ｏ
Ｗ
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
理

事
長
賞
。
技
能
賞
・
Ｊ
Ｏ
Ｗ
・

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
競
技
委
員
長

賞
。
○
参
加
賞
・
各
自
が
競

技
に
使
用
し
た
時
計
。
第
�

部
門
参
加
者
‥
メ
カ
時
計
、

第
�
部
門
参
加
者
・
ク
オ
ー

ツ
時
計
。

▽
参
加
賞
‥
第
�
部
門
・

１
名
２
万
９
０
０
０
円
（
消

費
税
含
）。第
�
部
門
・
１
名

２
万
２
０
０
０
円
（
消
費
税

含
）

※
参
加
費
の
返
却
に

つ
い
て
は
、
８
月
２０
日
�水
以

降
の
辞
退
は
返
却
し
な
い
。

▽
参
加
資
格
‥
特
に
問
わ

な
い
（
進
行
は
日
本
語
で
行

う
）▽

参
加
人
数
‥
各
部
門
と

も
２０
名
を
上
限
と
す
る
。
但

し
、
両
部
門
の
合
計
人
数
が

４０
名
を
超
え
た
場
合
は
調
整

を
行
う
。

▽
申
込
締
め
切
り
‥
平
成

２６
年
７
月
１１
日
�金
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

申
込
可
。

◎
Ｊ
Ｊ
Ａ
理
事
会
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
面

◎
東
京
時
計
産
業
連
盟
例
会
開
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
日
本
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
記
念
品
事
業
協
組
総
会
…
３
面

◎
眼
鏡
実
務
ア
ン
ケ
ー
ト
公
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

◎
合
成
ダ
イ
ヤ
で
寄
稿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
面

今今号号のの主主なな話話題題

多くの人で賑わう会場

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売

協
同
組
合
仕
入
事
業
３
社

（
ウ
オ
ッ
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
�株
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ワ

ー
ル
ド
タ
イ
ム
�株
、
オ
プ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
�株
）
主
催
、
東

京
都
、
東
京
時
計
宝
石
眼
鏡

小
売
協
同
組
合
共
催
に
よ
る

「
恒
例
夏
の
大
仕
入
会
」
が

７
月
２
日
午
前
１０
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
港
区
の
都
立

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町

館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
出
展
社
も
２
社

増
え
、
夏
商
戦
に
向
け
て
消

費
者
を
引
き
付
け
る

新
商

品
は
じ
め
、
当
日
限
定
の
特

価
商
品
も
出
店
さ
れ
て
い

た
。〔

出
店
商
社
名
〕

▽
オ
プ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
�株

�
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
�株
ビ
ジ
ョ
ン
ケ

ア
カ
ン
パ
ニ
ー
、
エ
ン
パ
イ

ヤ
眼
鏡
�株
、
�株
中
山
眼
鏡
、

�株
三
共
社
、�有
丸
井
メ
ガ
ネ
、

�株
タ
ス
ク
オ
プ
チ
カ
ル
、
�株

テ
ィ
ー
エ
ス
エ
ル
、
青
山
ラ

イ
セ
ン
ス
�株
、
シ
ス
テ
マ
ッ

ク
ス
�株
、
ベ
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン

�株
。

▽
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ン
ド

・
ワ
ー
ル
ド
タ
イ
ム
�株
�
シ

チ
ズ
ン
宝
飾
�株
、
リ
ズ
ム
時

計
工
業
�株
、
宝
飾
課
、
ゴ
ー

ル
ド
・
ワ
ン
、
�株
一
丸
ジ
ュ

ー
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ
根
岸
、

�株
坂
口
商
会
、
�株
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

・
Ｇ
Ｈ
Ｉ
。

▽
ウ
オ
ッ
チ
・
ジ
ャ
パ
ン

�株
�
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ

�株
、セ
イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
�株
、

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
、
リ
ズ
ム

時
計
工
業
�株
東
京
支
店
営
業

一
課
、
�株
タ
ス
ク
、
�株
イ
シ

カ
ワ
宝
飾
、
�株
シ
ン
ヤ
、
�株

み
つ
わ
。

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 小 林 進

本 社 東京都台東区上野１―９―６

〒１１０―０００５

ＴＥＬ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ８ ８ ６

ＦＡＸ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ２ ８ ７

振 替 ０１９０―２―１３６９４７

円相場

１０２．００円
１０２．０４〃
１０１．８０〃
１０１．６５〃
１０１．５１〃
１０１．３６〃
１０１．４７〃
１０１．５６〃
１０１．６９〃
１０１．４９〃
１０１．４０〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７８．１９円
７７．９７〃
７７．３２〃
７７．２２〃
７７．５４〃
７８．５１〃
７８．６２〃
７６．７８〃
７６．３５〃
７６．３５〃
７７．５４〃

Pt

５，３４６円
５，３６８〃
５，３２４〃
５，３３３〃
５，３７４〃
５，３７５〃
５，３７３〃
５，３２８〃
５，３１０〃
５，３０９〃
５，３４７〃

金

４，７１２円
４，７１０〃
４，６９２〃
４，６８７〃
４，７２０〃
４，７４０〃
４，７４４〃
４，６４９〃
４，６２３〃
４，６３５〃
４，６８２〃

日 付

７月４日�金
７日�月
８日�火
９日�水
１０日�木
１１日�金
１４日�月
１５日�火
１６日�水
１７日�木
１８日�金

貴金属地金相場旬報

技技術術とと信信頼頼ををおお届届けけししまますす

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
〒１１０―００１６ 東京都台東区台東３―２２―５（イエローテントが目印）
ＴＥＬ ０３―３８３５―１１５７ ＦＡＸ ０３―３８３５―２７２８

ホームページアドレス http://www.toyo―seiko.jp/

仕入事業３社

夏の大仕入会
夏商戦に向け最新商品も

ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
接

客

コ
ン
テ
ス
ト

５
名
が
最
終
審
査
へ

Ｊ
Ｊ
Ａ
理
事
会
で
概
要
報
告

シチズンホール
デ ィ ン グ ス

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
目
指
す

記
者
懇
談
会
で
表
明

ＪＴＯ

文
化
工
芸
組
合
と
コ
ラ
ボ

９
月
３
日
開
催
の
フ
ェ
ア
で
提
供

ジョウ・
ジャパン

２
部
門
で
技
術
競
う

時
計
技
能
競
技
全
国
大
会
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東
京
貴
金
属
技
能
士
会

（
内
田
博
紹
会
長
）
は
、
去

る
６
月
２８
日
午
後
３
時
３０
分

か
ら
文
京
区
の
文
京
区
民
セ

ン
タ
ー
で
「
第
１９
回
通
常
総

会
」
を
開
催
し
た
。

開
会
に
次
い
で
、
内
田
会

長
は
「
た
ま
た
ま
今
日
は
土

曜
日
と
云
う
事
で
出
席
者
が

少
な
い
が
、
我
々
は
、
多
年

に
わ
た
り
技
能
士
の
認
知
。

地
位
向
上
に
向
け
て
製
作
者

の
見
え
る
全
国
技
能
士
連
合

会
『
匠
の
技
ネ
ッ
ト
』
へ
の

掲
載
も
始
ま
り
、
製
作
者
表

示
カ
ー
ド
も
発
行
さ
れ
、
全

技
連
職
種
技
能
士
に
お
い
て

も
開
示
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

全
日
本
貴
金
属
技
能
士
会
の

母
体
で
あ
る
東
京
貴
金
属
技

能
士
会
に
お
い
て
も
、
１
級

検
定
技
能
士
資
格
保
持
者
が

『
匠
の
技
ネ
ッ
ト
』に
参
加
、

全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
証

者
取
得
者
も
１０
名
を
超
え
、

技
術
者
で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
も
あ
る
と
言
う
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
・
シ
ッ
プ
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
名
称
で
掲
載
し
て
い

る
。
匠
の
技
ネ
ッ
ト
に
は
、

東
京
貴
金
属
技
能
士
会
の
正

会
員
の
１
級
技
能
士
合
格
者

は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
」

と
挨
拶
し
、
次
い
で
表
彰
に

移
り
、
第
９
全
技
技
連
マ
イ

ス
タ
ー
匠
の
技
フ
ェ
ア
・
技

能
競
技
大
会
入
賞
者
を
代
表

し
て
、
全
国
技
能
士
会
連
合

会
賞
最
優
秀
デ
ザ
イ
ン
賞
の

佐
藤
貞
章
氏
に
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
、
次
に
、
司
会
者
よ

り
総
会
式
立
宣
言
（
総
数
�

６５
名
、
出
席
者
�
１５
名
、
委

任
状
�
３５
名
）、
に
次
い
で
、

議
長
に
内
田
会
長
が
指
名
さ

れ
、
第
１
号
議
案
の
事
業
報

告
か
ら
第
４
号
議
案
の
平
成

２６
年
度
収
支
予
算
案
が
承
認

さ
れ
議
事
終
了
し
閉
会
、
休

憩
後
、
引
き
続
き
、
全
日
本

貴
金
属
技
能
士
会
連
合
会
の

「
第
９
回
通
常
総
会
」
に
移

り
、
開
会
に
次
い
で
、
内
田

会
長
が
挨
拶
し
、
総
会
成
立

宣
言（
会
員
数
�
１
２
６
名
、

出
席
者
委
任
状
合
わ
せ
７０

名
）
成
立
宣
言
に
次
い
で
、

内
田
会
長
が
議
長
に
な
っ
て

議
案
審
議
に
移
り
、
平
成
２５

年
度
事
業
報
告
か
ら
平
成
２６

年
度
収
支
予
算
案
ま
で
す
べ

て
承
認
さ
れ
閉
会
、
引
き
続

き
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

あいさつする内田会長

東
京
時
計
産
業
連
盟
（
涌

井
宏
昌
理
事
長
）
は
、
７
月

８
日
正
午
か
ら
東
上
野
の
オ

ー
ラ
ム
で
、
７
月
例
会
・
会

員
ス
ピ
ー
チ
を
開
催
し
た
。

開
会
冒
頭
、
涌
井
理
事
長

は
「
今
日
は
セ
イ
コ
ー
さ
ん

の
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
こ
と
で

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
時
計
産
業
連
盟
と
い
う

一
つ
の
会
で
す
が
、
こ
う
し

て
多
勢
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
お
互

い
の
た
め
に

な
る
事
を
模

索
し
て
い
ま

す
。
私
事
で

す
が
、
当
社

は
腕
時
計
バ

ン
ド
を
製
造

し
て
い
る
会

社
で
す
が
、

他
人
が
当
社

に
見
学
に
来

ら
れ
る
と
時

計
バ
ン
ド
は

こ
う
し
て
作

ら
れ
る
の
か

と
感
激
さ
れ

ま
す
が
、
私

ど
も
も
人
に

来
て
も
ら
え
る
事
が
い
か
に

大
切
か
と
い
う
こ
と
が
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら

当
連
盟
で
は
皆
さ
ん
が
見
た

い
物
、
知
り
た
い
事
を
一
緒

に
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
、
８
月
納
涼

会
に
つ
い
て
（
開
催
日
‥
２６

年
８
月
６
日
�水
、
開
催
場
所

‥
屋
形
船
「
駒
形
」
（
集
合

場
所
は
昨
年
と
同
じ
）
、
台

東
区
駒
形
２
―
１
―
３
、
�

０３
・
３
８
４
４
・
５
５
９
１
。

時
間
‥
１８
時
集
合
、
１８
時
３０

分
出
航
。
会
費
‥
１
名
１
０

０
０
０
円
。
※
強
風
・
雨
天

の
場
合
中
止
あ
り
）。
次
に
、

関
時
連
総
会
に
つ
い
て
は
、

６
月
１１
日
涌
井
理
事
長
が
出

展
、
お
祝
い
金
１
万
円
。

次
に
、
時
計
感
謝
祭
に
つ

い
て
は
、
６
月
１０
日
上
野
・

五
條
天
神
社
に
て
行
わ
れ
た

時
計
感
謝
祭
に
涌
井
理
事
長

の
代
理
で
川
又
監
事
出
席
、

お
祝
金
１
万
円
。

次
に
、
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
９
月
１０
日
�水
、
１０

月
７
日
�火
、
１１
月
６
日
�木
、

１２
月
９
日
�火
。
次
に
、
７
月

会
員
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て

は
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
�株

東
日
本
営
業
部
長
の
中
島
淳

二
氏
に
よ
る
会
員
ス
ピ
ー
チ

「
セ
イ
コ
ー
の
特
色
、
戦
略
、

消
費
者
の
腕
時
計
調
査
」
以

上
で
議
案
を
終
了
し
、
引
き

続
き
セ
ミ
ナ
ー
に
移
り
、
中

島
淳
二
氏
よ
り
「
�１
国
内
時

計
市
場
の
推
移
�２
時
計
好
調

の
要
因
�３
セ
イ
コ
ー
の
特
色

�４
セ
イ
コ
ー
の
戦
略
�５
現
代

消
費
者
に
お
け
る
腕
時
計
調

査
～
２０
万
人
の
消
費
者
調
査

～
�６
最
後
に
…
」
に
つ
い
て

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協

同
組
合（
藤
本
久
幸
理
事
長
）

で
は
、
第
１１
回
大
阪
ジ
ュ
エ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

�
モ
ー
ブ
イ
リ
の
街
�
大
阪

か
ら
ニ
ュ
ー
ト
レ
ン
ド
を
発

信
！
の
応
募
要
項
を
発
表
し

た
。【

応
募
要
項
】

�１
応
募
内
容

●
デ
ザ
イ

ン
‥
「
今
、
求
め
ら
れ
て
い

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

と
は
何
か
？
」
…
こ
の
永
遠

の
課
題
を
模
索
し
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ

ン
で
制
作
さ
れ
た
ジ
ュ
エ
リ

ー
。
●
素
材
‥
金
、
プ
ラ
チ

ナ
、
シ
ル
バ
ー
を
主
素
材
と

す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
。
●
大
き

さ
１０
×
１０
×
５
�
（
縦
×
横

×
高
さ
）
以
内
の
作
品
（
但

し
、
オ
ブ
ジ
ェ
は
額
装
等
は

不
可
）
※
上
記
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
主
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
作

品
、
展
示
に
支
障
を
き
た
す

作
品
と
判
断
し
た
場
合
、
審

査
の
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�２
応
募
資
格

●
プ
ロ
・

ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
、
特

に
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�３
応
募
方
法

●
規
定
の

応
募
用
紙
に
該
当
事
項
を
記

入
し
、
作
品
に
添
え
て
下
記

送
付
先
ま
で
書
留
郵
便
、
宅

配
便
等
を
使
用
し
、
各
自
で

保
険
を
付
与
し
て
お
送
り
下

さ
い
。●
作
品
に
は
タ
グ（
市

販
の
も
の
で
可
）
に
、
作
者

名
と
作
品
番
号
（
複
数
出
品

時
）
を
記
入
し
、
外
れ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
取
付
け

て
く
だ
さ
い
。

�４
応
募
料

●
大
阪
ジ
ュ

エ
リ
ー
工
芸
協
同
組
合
員
、

及
び
技
稜
会
会
員
は
無
料
で

す
。●
一
般
お
よ
び
学
生
は
、

１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

（
税
込
）
で
す
。
●
送
料
等

の
必
要
経
費
は
各
自
で
ご
負

担
下
さ
い
。

�５
賞
・
賞
金

●
大
阪
ジ

ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
大
賞
（
大
阪
ジ
ュ
エ
リ

ー
工
芸
協
同
組
合
理
事
長

賞
）
…
１
点
（
賞
金
５
万
円
）

●
大
阪
府
職
業
能
力
開
発
協

会
会
長
賞
…
１
点
（
副
賞
ル

ー
ペ
）
●
大
阪
府
中
小
企
業

団
体
中
央
会
会
長
賞
…
１
点

（
副
賞
ル
ー
ペ
）
●
�株
ビ
ジ

ネ
ス
ガ
イ
ド
社
社
長
賞
…
１

点
（
賞
金
１
万
円
）
●
日
本

宝
石
協
同
組
合
理
事
長
賞
…

１
点
（
賞
金
１
万
円
）
●
ジ

ャ
パ
ン
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
校
長
賞
…

１
点
（
賞
金
１
万
円
）
●
技

稜
会
会
長
賞
…
１
点
（
賞
金

１
万
円
）

�６
作
品
受
付
日

●
２
０

１
４
年
９
月
１７
日
�水
～
１９
日

日
�金
必
着
。

�７
作
品
送
付
先

●
〒
５

４
３
―
０
０
４
５
大
阪
市
天

王
寺
区
寺
田
町
１
―
３
―

２
、
藤
本
商
店
内
ジ
ュ
エ
リ

ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
係

宛
、
�
０６
・
６
７
７
９
・
２

７
１
５
。

�８
作
品
展
示

●
応
募
作

品
を
「
第
５２
回
大
阪
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
秋
２
０
１
４
」
（
２

０
１
４
年
９
月
２５
日
日
�木
２６

日
日
�金
大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ズ
マ
ー
ト
「
大
阪
ジ
ュ
エ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
ブ
ー
ス
）
に
て
展
示
す

る
。�９

審
査

●
「
第
５２
回
大

阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
秋
２
０
１

４
」
に
来
場
さ
れ
た
方
々
の

投
票
に
て
、
大
賞
お
よ
び
各

賞
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

�１０

入
選
発
表

●
「
第
５２

回
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
秋
２

０
１
４
」
会
場
「
大
阪
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
マ
ー
ト
）
に

て
投
票
の
集
計
の
上
、
会
期

２
日
目
（
２
０
１
４
年
９
月

２６
日
日
�金
）
午
後
３
時
３０
分

に
同
会
場
に
て
発
表
い
た
し

ま
す
。
●
審
査
結
果
は
入
賞

者
に
後
日
通
知
い
た
し
ま

す
。

●
入
賞
作
品
は
「
ギ

フ
ト
ニ
ュ
ー
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス

ガ
イ
ド
社
刊
、
毎
月
１
回
２

万
部
発
行
）
」
、
「
宝
石
の
四

季
」
に
て
、
カ
ラ
ー
写
真
付

き
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

�１１

作
品
保
管

●
応
募
作

品
は
コ
ン
テ
ス
ト
主
催
者
側

で
誠
意
を
も
っ
て
管
理
い
た

し
ま
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
主

催
者
側
で
は
作
品
に
保
険
契

約
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
●
損

害
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任

は
一
切
負
え
ま
せ
ん
の
で
、

応
募
者
各
自
の
判
断
で
保
険

等
を
お
掛
け
下
さ
い
。

�１２

作
品
返
却

●
応
募
作

品
は
、
展
示
会
終
了
後
に
速

や
か
に
着
払
い
に
て
返
却
い

た
し
ま
す
。
●
返
却
時
の
保

険
が
必
要
な
方
は
、
応
募
時

に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
下
さ

い
。�１３

諸
権
利

●
応
募
作
品

の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
諸
権

利
は
、
応
募
者
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。
但
し
、
応

募
者
は
コ
ン
テ
ス
ト
主
催
者

が
行
う
広
報
宣
伝
の
た
め
の

写
真
利
用
、
及
び
入
賞
・
入

選
作
品
の
展
示
に
関
す
る
権

利
が
コ
ン
テ
ス
ト
主
催
者
側

に
あ
る
旨
を
許
諾
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

�１４

大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
主
催

大

阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協
同
組

合
�１５

後
援

大
阪
府
職
業
能

力
開
発
協
会
、
大
阪
府
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
�株
ビ
ジ

ネ
ス
ガ
イ
ド
社
、
日
本
宝
石

協
同
組
合
、
�株
ジ
ャ
パ
ン
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル�１６

お
問
い
合
わ
せ

大
阪

ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協
同
組
合

藤
本
久
幸
理
事
長

�
０６
・

６
７
７
９
・
２
７
１
５
（
藤

本
商
店
）

あいさつする涌井理事長

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
山
崎
素
子
委
員
長
）
平
成

２６
年
第
７
回

�１
無
色
の
枠
付
き
小
粒
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
色
の
起
源
に

関
す
る
説
明
文
を
検
討
し
た

が
、結
論
は
持
ち
越
さ
れ
た
。

�２
他

☆
色
石
委
員
会
（
堀
川
洋

一
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
７

回
�１
総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
た
Ｈ
２６
年
度
活
動
計
画
の

進
め
方
・
段
取
り
を
検
討
し

た
。�２

放
射
線
量
計
の
制
度
チ

ェ
ッ
ク
の
実
施
を
決
定
し
、

会
員
に
告
知
し
た
。

�３
カ
ー
ネ
リ
ア
ン
の
色
範

囲
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

�４
マ
デ
ラ
・
シ
ト
リ
ン
と

い
う
呼
称
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
次
回
の
継
続
案
件
と

す
る
。

�５
他

☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁

男
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
６

回
�１
カ
ー
ビ
ン
グ
が
施
さ
れ

た
真
珠
の
コ
メ
ン
ト
を
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
た
。

�２
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
真
珠
委
員

会
で
検
討
さ
れ
た
一
部
が
報

告
さ
れ
た
。

�３
さ
ま
ざ
ま
な
養
殖
半
形

真
珠
の
観
察
が
行
わ
れ
た
。

�４
他

☆
総
務
委
員
会
（
鈴
木
芳

平
成
２６
年
第
６
回

�１
会
員
登
録
事
項
表
を
配

布
し
、
記
入
・
提
出
を
お
願

い
し
た
。

�２
規
約
の
見
直
し
に
取
り

掛
か
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

３
他

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

１０月

２～３

１６～１７

２３～２４

２７

９～１０

９月

４～５

１８～１９

２９

８月

７～８

２１～２２

２６～２７

７月

３～４

２４～２５

１７～１８

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

〒〒１１１１３３――００００３３４４ 東東京京都都文文京京区区湯湯島島３３丁丁目目７７番番６６号号
タタイイムムハハイイツツ湯湯島島５５００２２号号

東京時計産業連盟 理事長 涌井宏昌

電話 ０３―３８３２―１３１６＊ＦＡＸ ０３―３８３２―１３１８

�保険のご相談は（株）東時へ� 総合保険代理店

株式会社 東時 代表取締役社長 川又進

電話０３―５８１７―０３５３＊ＦＡＸ０３―５８１７―０３５９

貴社と共に成長する会社を目指します

宝飾品の総合商社

片 岡 商 店 株 式 会 社

〒５５０―００１４ 大阪市西区北堀江１丁目１９番地１号
八光心斎橋ＡＩＲＢｌｄｇ５Ｆ

ＴＥＬ ０６（６５３１）８ ３ ７ １
ＦＡＸ ０６（６５３１）６ ４ ２ ５

綜合ジュエリーメーカー

株式会社
ハナブサ

英 工 芸

代表取締役社長 後 藤 俊 明

HANABUSA KOGEI CO.LTD
東京都荒川区西日暮里４―３―３
Tel.（０３）３８２２―２２１８ Fax.（０３）３８２２―０５１２

セイコー・中島氏がスピーチ

東京時計産業連盟７月例会

す
べ
て
の
議
案
を
承
認

東
京
貴
金
属
技
能
士
会
で
総
会

ＡＡ

ＧＧ

ＬＬ

６６

月月

のの

活活

動動

報報

告告

作
品
受
付
は
９
月
１７
日
～
１９
日

大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

���	
����
������ ���（第三種郵便物認可）������
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日
本
芸
術
メ
ダ
ル
協
会

（
熊
谷
昌
之
会
長
）
は
、
６

月
１７
日
午
後
４
時
か
ら
台
東

区
上
野
公
園
の
東
京
都
美
術

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
の
会
場

で
、「
第
３３
回
創
作
メ
ダ
ル
彫

刻
展
」
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

部
門
の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

表
彰
式
に
先
立
ち
熊
谷
会

長
は
「
日
本
芸
術
メ
ダ
ル
協

会
は
メ
ダ
ル
の
芸
術
性
を
追

求
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
メ

ダ
ル
製
造
者
、
彫
刻
者
、
メ

ダ
ル
・
コ
イ
ン
等
の
愛
好
家

に
よ
っ
て
１
９
６
８
年
に
創

立
さ
れ
た
。
当
協
会
は
日
本

で
唯
一
の
ア
ー
ト
メ
ダ
ル
の

団
体
で
あ
り
、
多
方
面
か
ら

の
共
鳴
す
る

メ
ン
バ
ー
で

運
営
さ
れ
て

い
る
。
創
作

メ
ダ
ル
彫
刻
展
は
、
発
表
展

示
さ
れ
る
作
品
や
資
料
が
、

日
本
に
お
け
る
メ
ダ
ル
文
化

の
紹
介
の
場
と
な
り
、
メ
ダ

ル
制
作
に
お
け
る
技
術
継
承

の
機
会
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
１
９
６
９
年
に
第

１
回
展
を
開
催
、
歴
史
を
重

ね
て
今
回
で
第
３３
回
を
迎
え

た
。
今
回
、
東
京
都
美
術
館

で
の
創
作
メ
ダ
ル
彫
刻
展
開

催
に
際
し
、
更
な
る
発
展
に

向
け
、
会
員
・
非
会
員
に
関

わ
ら
ず
誰
で
も
応
募
で
き
る

『
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
』

と
、
日
本
芸
術
メ
ダ
ル
協
会

の
会
員
の
み
出
品
で
き
る

『
会
員
参
考
出
品
部
門
』
の

２
枠
に
区
分
し
て
作
品
を
募

集
し
た
。
『
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
部
門
』
で
は
、
東
京
芸

術
大
学
元
学
長
・
日
本
芸
術

院
会
員
・
文
化
功
労
者
で
あ

る
澄
川
喜
一
先
生
に
審
査
委

員
長
と
し
て
審
査
を
お
願
い

し
て
、
日
本
芸
術
メ
ダ
ル
協

会
大
賞
、造
幣
局
理
事
長
賞
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト

メ
ダ
ル
賞
、
新
人
賞
の
４
賞

が
選
出
さ
れ
た
」と
挨
拶
し
、

日
本
芸
術
メ
ダ
ル
協
会
大
賞

‥
田
上
雅
人
（Poseidon

2011

）
、
造
幣
局
理
事
長
賞

‥
大
西
崇
史（P

o
m

o
D

’o
r

o
2

）
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

・
ア
ー
ト
メ
ダ
ル
賞
‥
竹
本

正
幸
（
マ
ン
ズ
ー
）
、
新
人

賞
‥
横
田
志
穂
乃（
か
ぞ
く
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

あいさつする熊谷理事
長熊谷理事長から表彰状が授与された

日
本
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー

ツ
記
念
品
事
業
協
同
組
合

（
熊
谷
昌
之
理
事
長
、
略
称

�
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
７
月
１８
日

午
後
４
時
か
ら
東
京
都
文
京

区
の
同
組
合
会
議
室
で
「
第

１１
回
通
常
総

会
」
を
開
催

し
た
。

ま
ず
、
あ

い
さ
つ
に
立

っ
た
熊
谷
理

事
長
は
「
２

０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
決
ま
っ
て
喜
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ

へ
行
っ
て
も
ま
だ
な
か
な
か

話
が
進
ま
な
い
状
況
で
す
。

大
阪
や
名
古
屋
の
組
合
等
と

も
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
全

国
レ
ベ
ル
の
組
織
を
作
っ

て
、
こ
ち
ら
か
ら
攻
め
て
行

っ
た
方
が
良
い
と
の
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
組

織
作
り
が
課
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」と
し
た
。

続
い
て
、
川
越
理
事
を
司

会
に
選
任
し
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
を
審

議
し
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。
そ
の
中
の
平
成
２６
年
度

事
業
方
針
で
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
決
定
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｅ

Ｓ
が
中
心
と
な
り
全
東
京
記

章
商
工
協
同
組
合
、
東
京
都

徽
章
工
業
組
合
並
び
に
大

阪
、
名
古
屋
の
組
合
と
協
力

し
、
大
同
団
結
の
組
織
作
り

を
し
て
い
く
、と
し
て
い
る
。

続
く
第
５
号
議
案
で
は
、

今
年
が
改
選
期
に
当
た
る
た

め
５
名
の
選
考
委
員
が
別
室

で
理
事
、
監
事
の
選
考
を
行

い
、
全
員
留
任
と
し
、
新
理

事
と
し
て
築
城
健
氏
（
�株
サ

ン
ド
マ
ー
ニ
プ
ラ
イ
ズ
）
が

発
表
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
理
事
長
選
任
を

行
う
た
め
、
理
事
が
全
員
別

室
で
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
、理
事
長
に
熊
谷
昌
之
氏
、

専
務
理
事
に
出
井
久
之
氏
の

留
任
を
決
め
た
。

新
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
熊
谷
理
事
長
は

「
で
き
る
限
り
の
知
恵
を
出

し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
結

び
、
総
会
を
終
了
し
た
。

【
平
成
２６
年
度
役
員
】

▽
理
事
長
�
熊
谷
昌
之
▽

専
務
理
事
�
出
井
久
幸
▽
理

事
�
青
木
弘
光
、大
淵
恒
夫
、

小
倉
慎
太
郎
、
澤
田
幸
壯
、

川
越
健
司
、
金
安
伸
介
、
小

森
宮
康
之
、築
城
健（
新
任
）、

武
田
憲
二
、
柴
田
武
、
古
田

雄
一
朗
、
皆
川
忠
弘
、
西
澤

利
泰
、
今
林
一
雄
、
松
井
教

之
、
松
下
芳
展
、
安
田
卓
司
、

和
気
誠
▽
監
事
�
藤
田
進
、

米
山
常
弘

再任された熊谷新理事長

ＮＥＳ総会の会場

造幣局理事長賞作品日本芸術メダル協会大賞作品

松
本
徽
章
工
業
�株
（
松
本

勝
太
郎
社
長
）
で
は
、
こ
の

ほ
ど
近
代
日
本
工
業
化
の
先

駆
け
と
し
て
、
世
界
の
絹
産

業
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
、
群
馬
県
の
「
富

岡
製
糸
場
」
が
、
待
望
の
文

化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す

る
と
と
も
に
、
登
録
に
尽
力

さ
れ
た
人
々
の
功
績
を
讃
え

る
「
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産

登
録
記
念
メ
ダ
ル
」
を
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
協

力
の
も
と
に
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
予
約
を
受
付
て
い

る
。表

面
は
富
岡
製
糸
場
と
工

女
の
姿
、
富
岡
市
の
花
・
桜

を
デ
ザ
イ
ン
。
裏
面
は
書
家

中
塚
翠
涛
氏
の
書
を
謹
刻
。

純
金
製
〈
直
径
５０
�
・
９１

・
５
�
〉
１
０
８
万
円
限
定

数
５０
個
（
メ
ダ
ル
本
体
に
製

造
番
号
が
打
刻
さ
れ
た
特
別

発
行
品
）
。
純
金
製
〈
直
径

２８
�
・
１４
・
５
�
〉
１７
万
２

８
０
０
円
限
定
数
２
０
０

個
。
純
銀
製
〈
直
径
５５
�
・

６５
�
〉
２
万
１
６
０
０
円
限

定
数
１
０
０
０
個
。
純
金
、

純
銀
２
点
セ
ッ
ト
１９
万
４
４

０
０
円
限
定
数
２
０
０
セ
ッ

ト
。
限
定
発
行
純
度
保
証
の

認
定
書
添
付
、
布
張
り
ケ
ー

ス
入
り
、
造
幣
局
品
位
検
定

極
印
入
り
。
１８
金
製
記
念
メ

ダ
ル
の
根
付
〈
直
径
１７
�
・

３
�
〉
３
万
４
５
６
０
円
。

新人賞作品コレテンポラリーアートメダル賞作品

純金製のメダル

本 社

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合

理

事

長

出

井

久

幸

東
京
都
文
京
区
向
丘
二
―
三
六
―
一
二

電

話

〇
三
―
三
八
二
二
―
一
二
九
一
番

東
京
都
徽
章
工
業
協
同
組
合

理

事

長

松

本

勝

太

郎

事
務
所

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
丁
目
二
五
番
八
号

電

話

三
八
三
三
―
九

三

八

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
三
三
―
九

三

八

三

東
京
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
業
協
同
組
合

理

事

長

川

越

浩

司

組

合

員

一

同

〒
１１１
―
００５６

東

京

都

台

東

区

小

島

二

―

九

―

十

小
島
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
１
階

電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共

〇
三
―
五
八
二
五
―
七
八
〇
三

H
P–A

dd
http
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E

–m
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記

章
・
賞

杯
・
記
念
品

三

賞

株

式

会

社

代
表
取
締
役
社
長

熊

谷

昌

之

〒
１１３

東

京

都

文

京

区

西

片

二

―

一

八

―

一

七

電

話

〇
三
―
三
八
一
六
―
三

四

〇

一

ト
ロ
フ
ィ
ー
、
カ
ッ
プ
、
特
注
製
品

サ

ン

エ

ー

代

表

富

田

三

郎

〒
１１０

東

京

都

台

東

区

根

岸

四

―

一

八

―

五

電

話

〇
三
―
三
八
七
三
―
〇

二

二

六

各
種
装
身
具株

式
会
社
カ

ワ

ゴ

エ

〒
１１０

東

京

都

台

東

区

台

東

四

―

十

八

―

四

電

話

〇
三
―
三
八
三
四
―
七

一

三

一

滝

口

徽

章

工

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

渡

辺

僖

久

本
社

東
京
都
台
東
区
千
束
四
―
四
一
―
七
、
電

話

三
八
七
二
―
三
八
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
七
三
―
二
六
九
三

バ
ッ
ジ
、
金
属
記
念
品

有
限

会
社

日

本

徽

章

商

会

代
表
取
締
役

甲

斐

田

徳

秋

〒
１６１
―
００３１

新

宿

区

西

落

合

一

―

三

〇

―

一

四

電

話

〇
三
―
五
九
八
八
―
七

八

一

八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
五
九
八
八
―
七

八

七

一

カ
ッ
プ
・
貴
金
属
工
芸
品
・
贈
答
品

株
式

会
社

丸

井

商

会

代
表
取
締
役

井

伊

直

之

〒
２６３
―
００３２

千

葉

市

稲

毛

区

稲

毛

台

町

一

八

―

一

電

話

〇
四
三
―
二
四
三
―
四
〇
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
三
―
二
四
三
―
四
〇
五
七

徽

章
・
記

念

品

�株

東

京

工

芸

堂

代
表
取
締
役

皆

川

忠

弘

東

京

都

世

田

谷

区

中

町

二

―

六

―

二

九

電

話

三
七
〇
五
―
一

二

三

一

（

代

）

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

型
打
・
打
抜
・
金
属
プ
レ
ス
加
工

合
資

会
社

岩

崎

製

作

所

東

京

都

台

東

区

元

浅

草

一

―

七

―

四

電

話

三
八
四
一
―
六

八

九

四

柿

坪

正

晴

〒
１１４

東

京

都

北

区

昭

和

町

二

―

一

七

―

七

電

話

〇
三
―
三
八
九
三
―
一

三

一

五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
九
三
―
二

二

五

一

有限会社

正 英

日

本

芸

術

メ

ダ

ル

協

会

〒
１１３

東

京

都

文

京

区

西

片

二

―

十

八

―

十

七

電

話

〇
三
―
五
六
八
九
―
六

八

八

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
八
一
六
―
三

四

〇

二

Ｎ
・
Ｅ
・
Ｓ

日
本
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
記
念
品
事
業
�協

理

事

長

熊

谷

昌

之

〒
１１３
―
００２４

東

京

都

文

京

区

向

丘

二

―

三

六

―

一

二

電

話

〇
三
―
三
八
二
四
―
二

三

五

六

記章・賞品・記念品

企画→製造→販売

〒
１０１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
―
三
二
九
四
―
三
四
三
一
�代

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
二
九
四
―
三

四

三

六

中

外

徽

章

株

式

会

社

http
://w

w
w

.chugaikisyo.co.jp
h-office@

chugaikisyo.co.jp

さ
い
た
ま
市
伝
統
産
業
事
業
所
指
定

�株
二
宮
カ
ラ
ー
七
宝

代
表
取
締
役

二

宮

周

三

さ
い
た
ま
市
南
区
白
幡
三
―
一
〇
―
一
九

〒３３６―００２２

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
八
―
八
六
一
―
六
三
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
八
―
八
六
六
―
〇
四
八
八

富
岡
製
糸
記
念
メ
ダ
ル

松
本
徽
章
工
業

予
約
を
受
け
付
け

東東京京五五輪輪へへ全全国国組組織織作作るる
日 本 技 術
メダル協会

大
賞
は
田
上
雅
人
氏

創
作
メ
ダ
ル
彫
刻
展
表
彰
式

ＮＥＳ総会

Ｉ
Ｏ
Ｃ
等
へ
こ
ち
ら
か
ら
攻
め
る

再
任
の
熊
谷
理
事
長
が
強
調

�����	�
������
�（第三種郵便物認可）������	�

世界の
メダル
コレク
ション



日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
と

眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進

機
構
、
日
本
眼
鏡
販
売
店
連

合
会
は
、
こ
の
ほ
ど
「
眼
鏡

実
務
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
調
査
を
公
表
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
日
本
眼
鏡

技
術
者
協
会
の
会
員
で
平
成

２５
年
度
の
生
涯
教
育
講
習

（
通
信
講
座
を
含
む
）
の
受

講
者
を
対
象
に
眼
鏡
業
務
に

係
わ
る
部
門
に
つ
い
て
実
態

調
査
を
行
っ
た
も
の
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
回
答
は
、
個
々
の

技
術
者
で
な
く
、
店
舗
ま
た

は
企
業
を
対
象
と
し
て
い

る
。
同
調
査
の
中
で
、
主
な

も
の
を
抜
粋
し
て
掲
載
す

る
。【

眼
鏡
技
術
者
の
国
家
資

格
が
で
き
た
場
合
、
眼
鏡
の

ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販
売
は

禁
止
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ

ま
す
か
】
と
の
設
問
に
は
、

「
禁
止
さ
れ
る
べ
き
」
が
７

２
２
件
と
５８
％
に
も
及
び

「
許
さ
れ
る
べ
き
」
の
１２
・

４
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

「
禁
止
さ
れ
る
べ
き
」
の

理
由
と
し
て
は
「
調
整
・
フ

ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
な

い
」
３
０
９
件
、
「
国
家
資

格
の
意
味
・
意
義
が
な
く
な

る
」
３４
件
、
「
責
任
が
取
れ

な
い
販
売
」
が
３１
件
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、「
許
さ
れ
る
べ
き
」

と
し
た
理
由
に
は
「
消
費
者

・
お
客
の
判
断
」２５
件
、「
フ

レ
ー
ム
・
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ら

Ｏ
Ｋ
」
１９
件
、
「
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
が
前
提
な
ら
」
１４

件
、
「
店
に
出
か
け
ら
れ
な

い
人
や
店
の
な
い
地
域
も
あ

る
か
ら
」
が
９
件
と
な
っ
て

い
る
。

【
眼
鏡
を
雑
貨
扱
い
す
る

チ
ェ
ー
ン
店
、
安
売
り
を
標

榜
す
る
量
販
店
、
お
よ
び
ネ

ッ
ト
販
売
、
通
信
販
売
は
、

消
費
者
に
適
切
な
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
を
提
供
す
る
上
で
、
望

ま
し
く
な
い
商
法
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、今
後
も
存
続
し
、

成
長
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

か
？
】
と
の
設
問
で
は
「
存

続
し
、
成
長
す
る
と
思
う
」

が
５
６
８
件
４５
・
７
％
、「
存

続
す
る
が
、現
状
に
留
ま
る
」

が
５
６
９
件
４５
・
８
％
と
両

方
で
９０
％
を
超
え
た
。

「
衰
退
す
る
」
と
の
回
答

は
１
０
５
件
８
・
５
％
だ
っ

た
。【

眼
鏡
の
国
家
資
格
を
推

進
す
る
方
法
と
し
て
、
眼
鏡

店
開
設
時
に
許
可
制
を
導
入

す
る
こ
と
に
ど
う
考
え
ら
れ

ま
す
か
？
】
と
の
設
問
で
は

「
国
家
資
格
と
店
の
許
可
制

の
双
方
が
で
き
る
こ
と
が
必

要
」が
７
２
０
件
５８
・
３
％
、

「
店
の
許
可
制
が
で
き
れ
ば
、

資
格
は
民
間
資
格
で
も
よ

い
」
が
４
６
２
件
３７
・
４
％

と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
回
答
で
は
「
許

可
制
に
疑
問
、
内
容
や
基
準

が
不
明
」
６
件
、
「
個
人
の

資
格
は
必
要
、
店
の
許
可
制

は
必
要
な
い
」
４
件
、
「
現

状
で
は
困
難
」
３
件
、
「
国

家
資
格
と
店
の
許
可
制
は
別

問
題
」
２
件
、
「
医
師
会
、

眼
科
医
会
が
反
対
す
る
。
現

状
で
は
困
難
」
２
件
と
な
っ

て
い
る
。

�株
パ
ー
ル
（
東
京
都
江
東

区
）
で
は
、
夏
期
限
定
ス
ペ

シ
ャ
ル
プ
ラ
イ
ス
で
チ
ェ
ー

ン
セ
ー
ル
と
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス

セ
ー
ル
を
８
月
３０
日
ま
で
行

っ
て
い
る
。

チ
ェ
ー
ン
で
は
、
グ
ラ
ス

ビ
ー
ズ
、
ひ
も
、
グ
ラ
ス
ビ

ー
ズ
＋
ひ
も
、
金
色
、
銀
色
、

ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
、
コ
ー
ト

ペ
ー
ン
ト
、
マ
ー
ブ
ル
カ
ラ

ー
の
チ
ェ
ー
ン
が
１０
％
オ

フ
。
ま
た
、
チ
タ
ン
チ
ェ
ー

ン
が
１５
％
オ
フ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
店
頭
を
彩
る
メ

ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
１２
本
セ
ッ
ト

ボ
ッ
ク
ス
と
１６
本
セ
ッ
ト
も

揃
え
て
い
る
。

メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
で
は
、
１５

％
～
２５
％
オ
フ
で
特
別
提
供

し
て
い
る
。
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス

は
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な

る
。詳

し
く
はe–m

ail
:

inf
o@

pearlnet.co.jp

ま
で
。

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

理事長 布田 昭
〒１４１―００２２
東京都品川区東五反田１―２５―１３神野商事ビル７階
Ｔｅｌ：０３―３２８０―１２１２ Ｆａｘ：０３―３２８０―１２１５

URL http : //www.ajoc.or.jp

眼鏡公正取引協議会
会 長 馬 場 康 男

他 役 員 一 同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３―３―５

（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―５２５５―３２３１ ＦＡＸ０３―３２８１―６１６６

東京眼鏡販売店協同組合

理 事 長 片 山 敬 三

ほか組合員一同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３丁目３番５号
（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―５２０３―１６６１（代） ＦＡＸ０３―５２０３―１６６３

日 本 眼 鏡 販 売 店 連 合 会

会 長 西 村 輝 和

ほか会員一同

〒１０３―００２７ 東京都中央区日本橋３丁目３番５号

（新日東ビル６Ｆ）

ＴＥＬ０３―３２７５―１７７６（代） ＦＡＸ０３―５２０３―１６６３

（公社）日本眼鏡技術者協会
会 長 津 田 節 �

副会長・役員一同

〒５３２―０００３ 大阪市淀川区宮原１―２―６

新大阪橋本ビル９Ｆ

ＴＥＬ０６―４８０７―５０７０ ＦＡＸ０６―４８０７―５００９

東京眼鏡卸協同組合
理事長 藪 下 守

ほか組合員一同

〒１１０―０００４ 東京都台東区下谷２―１３―２１

電 話 ０３―３８７４―８６５６～７

中部眼鏡卸協同組合
理事長 小 林 成 年

組 合 員 一 同

〒４６０―０００７ 名古屋市中区新栄１―３５―１９
名古屋眼鏡�株内

電 話 ０５２―２６２―６５９６

大阪眼鏡卸協同組合
理事長 岸 田 二 彦

ほか組合員一同

〒５４３―０００１ 大阪市天王寺区上本町８―６―３

電 話 ０６―６７７１―２５５２代～３

福井県眼鏡工業組合
理事長 竹 内 良 造

ほか組合員一同

〒９１６―００４２ 福井県�江市新横江２―３―４

（めがね会館内）

電 話 ０７７８―５１―１ ７ ２ ４

９月７日はクリーナーの日
〈日本記念日協会認定〉

メガネをきれいにしましょう

本 社／東京都江東区冬木２０―１５
ＴＥＬ ０３―３６４２―９２２７（代）

〒
９５６
―
０８６４

新
潟
市
秋
葉
区
新
津
本
町
三
丁
目
二
の
二

電

話

〇
二
五
〇
―
二
二
―
七
一
一
一
�代

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
五
〇
―
二
二
―
七

一

一

三

暑中お見舞い
申し上げます

平素は格別のお引き立てを賜り
厚く御礼申しあげます

学校法人 東京眼鏡学園

東京眼鏡専門学校

〒１６９―００７３ 東京都新宿区百人町２―２６―１０

ＴＥＬ ０３―３３６０―７０４６ ＦＡＸ ０３―３３６０―７１４３

日 本 眼 鏡
技術者協会

国
家
資
格
と
許
可
制
を

眼
鏡
実
務
ア
ン
ケ
ー
ト

パール

１０
％
～
１５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

夏
限
定
セ
ー
ル
開
催
中

暑中お見舞い
申し上げます。

マルマンオプティカル
株式会社

社員一同

〒１６１�００３３
東京都新宿区下落合２ ― ３ ― １８
ＴＥＬ：０３（５９８２）５１５１ ＦＡＸ：０３（５９８２）５１５５
URL : http : //www.maruman-opt.co.jp
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

東
京
貴
宝
�株
（
本
社
‥
東

京
・
東
上
野
）
と
得
意
先
に

よ
る
夏
期
恒
例
の
東
京
ロ
イ

ヤ
ル
会
の
ユ
ー
ザ
ー
展
「
第

３２
回
ロ
イ
ヤ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
７
月
５

日
�土
か
ら
３
日
間
、
港
区
芝

公
園
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
２
階
全
フ
ロ
ア
を
使
っ
て

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
お
客
様
へ
の

感
謝
を
込
め
、
選
び
抜
か
れ

た
最
高
の
ト
ッ
プ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
人
気

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
欲
的
な
新

作
に
同
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
さ

く
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
等
が
一

堂
に
出
展
さ
れ
、
連
日
多
勢

の
来
場
者
で
活
気
に
あ
ふ

れ
、
ま
た
、
場
内
で
は
、
華

麗
で
幻
想
的
な
世
界
を
作
り

出
す
氷
の
彫
刻
を
１
日
２
回

実
演
。

ま
た
、
５
日
、
６
日
に
は
、

１２
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

に
よ
る
演
奏
、
７
日
に
は
、

俳
優
の
高
橋
英
樹
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。

出
品
商
品
は
、
さ
く
ら
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
エ
ス
ア
ン
ド

エ
ス
、
タ
ム
、
ケ
イ
・
デ
ィ

オ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル
、
ジ
ェ
ム

パ
ビ
リ
オ
ン
、
シ
ン
テ
ィ
ラ

・
モ
ナ
コ
、
ク
ー
フ
ー
、
千

こ
里
花
、
カ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ー
ン
、
ス
ワ
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ク
ラ
ス
ジ
ュ
エ
リ
ー
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ィ
フ
、
プ
リ
ム
ロ

ー
ザ
、
シ
ュ
シ
ュ
、
ブ
リ
エ

ヴ
ィ
フ
、
ナ
ニ
ス
、
Ａ
Ｋ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、オ
ル
ラ
ン
ド
、

エ
ク
レ
ブ
、
ケ
イ
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
ベ
ル
ギ
ー
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ジ
ュ

ー
ン
、
リ
ー
ラ
、
ケ
ン
ジ
ア

ー
ト
、
ミ
ア
オ
ー
ラ
ム
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
（
夏
樹
陽
子
、

梶
光
夫
、
若
林
佐
代
子
、
岡

本
千
鶴
子
、
山
本
真
里
、
山

崎
裕
見
子
、
野
元
愛
子
、
市

川
治
之
、
藤
平
卓
）
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
、
カ
ラ
ー
ス
ト
ー

ン
、
パ
ー
ル
／
珊
瑚
・
置
物
、

時
計
、
メ
ガ
ネ
、
地
金
ネ
ッ

ク
レ
ス
、
宝
石
画
、
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
等
。

連日大勢の来場者がつめかけた

リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
本
社

‥
東
京
都
千
代
田
区
、
代
表

取
締
役
社
長
‥
冨
塚
優
）
が

運
営
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ラ

イ
ダ
ル
総
研
が
事
務
局
を
務

め
る
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
１
年

に
１
度
、
大
切
な
人
に
、
大

切
な
気
持
ち
を
告
白
す
る
日

と
し
て
、
７
月
７
日
を
「
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
デ
ー
」
と

制
定
し
た
。
昨
年
よ
り
、
強

い
�
絆
�
で
結
ば
れ
て
い
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
「
カ
ッ
プ

ル
」
「
フ
レ
ン
ド
」
か
ら
ベ

ス
ト
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
受

賞
者
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、

表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
は
、７
月
２
日
に「
第

２
回
ベ
ス
ト
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
２
０
１
４
」
が
開
催
さ

れ
、
「
カ
ッ
プ
ル
部
門
�
中

村
玉
緒
さ
ん
」
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
部
門
�
平
井
理
央
さ
ん
＆

真
央
さ
ん
（
姉
妹
）」「
フ
レ

ン
ド
部
門
�
織
田
信
成
さ

ん
、
鈴
木
明
子
さ
ん
、
村
上

佳
菜
子
さ
ん
」が
受
賞
し
た
。

〔
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
〕

▽
設
立
年
月
日
‥
２
０
１

２
年
１２
月
２１
日

▽
協
力
企
業
‥
�株
三
越
伊

勢
丹
、
結
婚
情
報
誌
『
ゼ
ク

シ
ィ
』
（
�株
リ
ク
ル
ー
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
）▽

協
力
団
体
‥
一
般
社
団

法
人
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

▽
事
務
局
‥
リ
ク
ル
ー
ト

ブ
ラ
イ
ダ
ル
総
研
。

合成ダイヤモンドが工業生成され

てから約半世紀、現状において、我々

宝飾関係業者はこの合成ダイヤモン

ドの宝飾市場への流入について懸念

を抱き、知識と努力により流入の可

能性が非常に低い事実を消費者に説

明してきました。この合成ダイヤモ

ンドの科学特性を理解すれば、合成

ダイヤモンドの宝飾業界への流入は

犯罪的行為以外ありえない事が理解

できます。またこの科学的真実の公

布はより消費者に納得して宝飾品を

堪能していただくための鑑別業者の

業務であります。合成方法は従来の

高温高圧合成法と気相合成法（ＣＶ

Ｄ）があります。その合成されたダ

イヤの科学特性を理解すれば、宝飾

業界への流入の可能性はゼロに近い

事実が理解されます。化学気相成長

法は気相中で気相原料を化学反応さ

せて物質を合成させる方法でChemi-
cal Vapor Deposition（ＣＶＤ）の意

味であります。このＣＶＤダイヤは

上からＣＨ４等を供給し気層中の活

性Ｈと反応させ、Ｃ（ダイヤモンド）

を、下の基盤平面上にて合成成長さ

せる方法であります。よって非常な

微細なダイヤ単位の層の成長により

厚みが作られます。この気相合成ダ

イヤモンド層は当然結晶としての形

態を作ってはいません。この形態の

相違は高温高圧合成、天然ダイヤモ

ンドが結晶として存在する形態とは

非常に異なる特性があります。ＣＶ

Ｄ合成ダイヤの特徴は結晶としての

形態を呈していないために、宝飾用

に研磨するのに非常に手間がかかり

ます。天然ダイヤモンドの研磨では、

面の研磨しやすい方向を見極めて研

磨されるので、たいした時間をかけ

ずに研磨することができます。それ

に反して気相合成ダイヤモンドでは

結晶粒がいろいろな方向を向いてお

り、研磨しにくい方向に向いた粒を

も研磨しなければならず、天然ダイ

ヤモンドより著しく研磨が困難で、

研磨に数百時間といった大変な時間

がかかります。

この研磨工程におけるコスト面か

ら宝飾用として採算が合わない実情

であります。また研磨技師において

この特性の違いは十分に認識できう

る状態であり、気相ダイヤモンドの

混入は採算面からも排除できます。

また基盤の上に成長したダイヤモン

ド板を切り分けるにはレザーが通常

使われます。この工程においても費

用がかかり採算面の負担になりま

す。この気相合成ダイヤモンドにつ

いての化学的詳細なる資料が公開さ

れて２０年になりますが、いまだ宝飾

業界に生産スケールにて流入してい

ない事実は、高温高圧合成ダイヤモ

ンド同様、宝飾用ダイヤモンドとの

特性の相違、採算面によるものです。

さらにＣＶＤダイヤモンドの物性特

性の相違のため、蛍光性、赤外分光分

析（ＦＴＩＲ）より鑑別ができます。

顕著な相違は蛍光性であります。

ダイヤモンドには４種類あり、ＣＶ

Ｄダイヤモンドは	ａ型であり、天

然の
ａ型とは蛍光性で相違があ

り、鑑別できます。またＦＴＩＲ分

析にてＣＶＤダイヤと天然ダイヤと

鑑別できます。

科学的見地より、合成ダイヤにお

いて宝飾市場への流入はありえませ

ん。

右から村上佳菜子、鈴木明子、織田信成、中村玉緒、平
井理央、平井真央

国
立
西
洋
美
術
館
で
、
２

０
１
４
年
７
月
８
日
�火
か
ら

９
月
１５
日（
月
・
祝
）ま
で
、

「
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
指
輪

神
々
の
時
代
か
ら
現
代
ま

で
―
時
を
超
え
る
輝
き
」
の

開
催
に
先
立
ち
７
月
７
日
�月

午
後
１
時
か
ら
同
２
時
３０
分

ま
で
プ
レ
ス
内
覧
会
が
行
わ

れ
た
。

本
展
覧
会
は
、
個
人
コ
レ

ク
タ
ー
橋
本
貫
志
氏
（
１
９

２
４
～
）
が
収
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
約
８
７
０
点
が
国

立
西
洋
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
す
る
企
画
展

で
、初
の
お
披
露
目
と
な
る
。

同
展
で
は
、
約
３
０
０
点
の

指
輪
を
一
挙
に
公
開
。ま
た
、

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館

が
所
蔵
す
る
衣
装
も
展
示

し
、
指
輪
を
各
時
代
の
モ
ー

ド
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ

ら
に
、
当
館
所
蔵
の
絵
画
・

版
画
と
比
較
し
て
、
新
旧
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
融
合
を
図

り
、
新
た
な
切
り
口
で
西
洋

文
化
の
魅
力
に
迫
っ
て
い

る
。

プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
�株
（
東

京
都
千
代
田
区
、
ハ
ン
キ
ン

ソ
ン
尚
子
社
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
、
夫
か
ら
妻
へ
、
感
謝

の
気
持
ち
を
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ

ュ
エ
リ
ー
に
託
し
て
贈
る
ギ

フ
ト
習
慣
「
サ
ン
ク
ス
デ
イ

ズ
・
プ
ラ
チ
ナ
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
日
本

の
夫
婦
の
「
い
ま
」
に
関
す

る
調
査
を
、
婚
姻
期
間
が
１０

年
以
上
の
男
女
を
対
象
に
実

施
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
自
分
た

ち
は
「
よ
い
夫
婦
」
だ
と
思

っ
て
い
る
か
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
６６
・
８
％
が
「
は
い
」

と
回
答
し
た
。
男
女
別
で
は

男
性
が
７２
％
、
に
対
し
て
女

性
は
６１
・
７
％
と
１０
ポ
イ
ン

ト
の
開
き
が
あ
り
、
妻
よ
り

夫
の
方
が
、
自
分
た
ち
は
良

い
夫
婦
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

「
配
偶
者
へ
の
不
満
」を
聞

い
た
と
こ
ろ
、女
性
の
２３
・
７

％
が
「
感
謝
の
言
葉
が
少
な

い
」と
回
答
し
、ど
の
項
目
よ

り
も
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
「
配
偶
者
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
い

う
問
い
に
、
男
性
の
７０
％
が

「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ
う

思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
の

に
対
し
、
「
配
偶
者
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」

と
い
う
問
い
に
対
し
、
女
性

は
「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ

う
思
う
」
と
回
答
し
た
の
は

４７
％
。
夫
が
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
て
も
、
妻
へ
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
現
実
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

「
ど
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

配
偶
者
か
ら
も
ら
っ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
か
？
」
の
問
い

に
女
性
の
３２
％
が
「
旅
行
」

と
回
答
し
た
ほ
か
、
２８
％
が

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
／
ア
ク
セ
サ

リ
ー
」
と
回
答
し
た
。

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
／
ア
ク
セ

サ
リ
ー
」
と
回
答
し
た
女
性

に
対
し
て
「
ど
ん
な
ジ
ュ
エ

リ
ー
／
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
配

偶
者
か
ら
も
ら
っ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
か
？
」
と
聞
い
た

と
こ
ろ
、
７８
・
８
％
が
「
ダ

イ
ヤ
の
つ
い
た
プ
ラ
チ
ナ
ジ

ュ
エ
リ
ー
／
ア
ク
セ
サ
リ

ー
」
と
回
答
し
、
ゴ
ー
ル
ド

や
シ
ル
バ
ー
な
ど
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
／
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
比

べ
圧
倒
的
な
支
持
と
な
っ

た
。こ

の
こ
と
か
ら
、
女
性
は

思
い
出
に
残
る
「
旅
行
」
の

ほ
か
に
、
記
念
に
残
る
も
の

と
し
て
「
プ
ラ
チ
ナ
ジ
ュ
エ

リ
ー
／
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
求
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

プレス内覧会

動
向

ル
ビ
ー
、
サ
フ
ァ
イ
ア
の
材
料
も
の
は
依
然
好
調
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
ピ
ン
ク
ト
ル
マ
リ
ン
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ト
パ
ー
ズ
、
ア
ク
ア
マ

リ
ン
の
中
石
サ
イ
ズ
が
良
く
売
れ
た
。
ラ
ウ
ン
ド
カ
ッ
ト
の
テ
リ
の
良
い
石
で
、
１

～
３
ct
ぐ
ら
い
が
主
流
だ
が
、
色
・
形
・
サ
イ
ズ
を
問
わ
ず
、
こ
こ
数
年
で
最
も
良

い
動
き
を
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ト
イ
ド
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
も
良
く
売
れ
て
い
る
商
材
の
一
つ
だ
が
、
キ
レ
イ

で
色
が
鮮
や
か
な
も
の
が
、
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

売れ筋ベスト１０
�１ トルマリン

�２ トパーズ

�３ アクアマリン

�４ サファイア

�５ ガーネット

�６ エメラルド

�７ トルコ石

�８ ルビー

�９ シトリン

�１０ アメジスト

貴
金
属
ジ

ュ
エ
リ
ー
の

老
舗
Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｚ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
銀

座

本

店

で

は
、
七
夕
に

ち
な
み
、
２

０
１
４
年
６

月
６
日
�金
か

ら
７
月
７
日

�月
ま
で
、
お

客
様
が
願
い
を
込
め
た
�
金

箔
の
短
冊
�
を
笹
竹
に
飾
る

「
七
夕
ま
つ
り
」
を
実
施
、

七
夕
に
先
駆
け
、
７
月
３
日

�木
の
午
前
１１
時
か
ら
取
材
会

が
行
わ
れ
た
。

本
年
で
１４
回
目
と
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
「
七
夕
ま

つ
り
」
で
は
、
期
間
中
に
来

店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
、

健
康
や
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
願
い
、

想
い
を
、

金
色
の
短

冊
に
自
由

に
綴
っ
て

い
た
だ
い

て
い
る
。

な
お
、
こ
の
金
箔
の
短
冊
は

赤
坂
日
枝
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
。

金箔の短冊が飾られ
た＊２０１４年６月の店頭販売（数量伸び率比較）調べ資

料提供＝�株セレナ

�０３―３８３４―５３０７
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東京都台東区上野２丁目２３番２５号
ＴＥＬ０３（３８３５）８５６７ ＦＡＸ０３（３８３９）６５９９

理 事 加藤 久雄

理 事 川口 哲生

理 事 菅田 茂

理 事 木島 公平

理 事 武内 佐忠

理 事 仲川 三秀

理 事 西田 良洋

理 事 野澤 治房

理 事 平野 和良

理 事 深沢 栄治

理 事 松井 久子

理 事 望月 直樹

理 事 望月 尚

会 長 丸山 朝

副 会 長 中川 千秋

副 会 長 近藤 誠

専務理事 梅澤 貞雄

常任理事 相原 信雄

常任理事 今西 信隆

常任理事 梶 光夫

常任理事 亀山 実

常任理事 小山 藤太

常任理事 佐久間靖晃

常任理事 山口 純

理 事 伊藤 悟

理 事 氏家 和彦

理 事 片桐 俊一

６６月月のの色色石石ルルーースス

�有パール工房森下

〒７０３―８２０４ 岡山市中区雄町５３１―６
電 話 ０８６―２７８―９１５１ ＦＡＸ ０８６―２７８―９１５２

寄

稿

合成ダイヤモンド特性と

宝飾市場への流入及び鑑別
日本宝飾科学協会 大美 弘

東京貴宝
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金箔の短冊に願いを
ＧＩＮＺＡ ＴＡＮＡＫＡ 七夕まつり
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性
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日
本
の
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婦
の「
い
ま
」を
調
査
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２０１３シンガポールジュエリー＆ジェム出展商品

�������



暑中お見舞い申し上げます 貴
金
属
・
装
身
具
製
造

（
リ
フ
ォ
ー
ム
も
ご
用
命
下
さ
い
）

�株
岡
松
貴
金
属
工
芸

代
表
取
締
役

岡

松

実

東
京
都
文
京
区
千
石
一
―
一
八
―
一

電

話

三
九
四
四
―
六

五

三

七

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
九
四
四
―
六

五

三

九

貴
金
属
製
造
卸

�株
小
野
孝
蔵
商
店

東
京
都
文
京
区
千
駄
木
二
―
二
六
―
一
二

電

話

三
八
二
一
―
六

四

六

三

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
二
一
―
六

六

三

〇

貴
金
属
・
宝
石
卸

株
式

会
社

原

潔

商

店

〒
１１０
―
０００１

東
京
都
台
東
区
谷
中
六
―
一
―
二
二

電

話

三
八
二
三
―
四

五

三

五

ヨ
イ
サ
ン
ゴ

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
二
三
―
八

六

五

七

貴
金
属
宝
石
卸

森

工

芸

興

業

�株

取
締
役
社
長

森

得
之
輔

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
三
―
一
九
―
一
一

電

話

三
八
六
二
―
〇

四

〇

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

三
八
六
四
―
九

八

〇

五

貴
金
属
・
宝
飾
品
メ
ー
カ
ー

�株

ホ

ー

リ

代
表
取
締
役

堀

克

之

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
四
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八
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四
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三
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三
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天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市中央区南船場１―６―１５

ＴＥＬ ０６―６２６６―４７８７

花と宝石と安全な街

ジュエリータウン
おかちまち

会長 高橋隆之

会員一同

〒１１０―０００５ 東京都台東区上野５―１１―２
第３オリエントビル４０３

ＴＥＬ０３―３８３９―０９３６ ＦＡＸ０３―３８３９―０９３８

組合員募集中

近畿経済産業局認可法人

日本宝石協同組合

理事長 片 岡 清 人

〒５４２
―００８１ 大阪市中央区南船場３―６―２８

ＴＥＬ ０６―６２４３―０１６６（代）

大 阪 ジ ュ エ リ ー
工 芸 協 同 組 合

理 事 長 藤 本 久 幸

他組合員一同

〒５４３―００４５
大阪市天王寺区寺田町１―３―２
ＴＥＬ ０６―６７７９―２７１５
ＦＡＸ ０６―６７７２―４８４５

有限
会社 関装身具製作所

代表取締役 関 和 久

〒３４０―００２３ 埼玉県 草 加 市 谷 塚 町１３９８
ＴＥＬ（０４８）９２５―３６６７�代
ＦＡＸ（０４８）９２５―３ ６ ７ ０
〈e−mail〉info@accessary.co.jp

こだわりは「品質・デザイン・細工」

手作り逸品物製作・デザインから製作まで

各 種 原 型 製 作・ワックス具象原型製作

内田装身具製作所
現 代 の 名 工
一級貴金属技能士 内 田 博 紹

〒１８９―００１４ 東京都東村山市本町２丁目１９番地８７
ＴＥＬ ０４２―３９３―４５７５
ＦＡＸ ０４２―３９３―５６０２

貴金属・記念品

�株 大 淵 銀 器

代表取締役 大 淵 恒 夫

本 社 東京都台東区東上野３―１―１３
電 話 ０３―３８４７―７７１１（大代表）
ＦＡＸ ０３―３８４３―１３６０

真 珠 輸 入 卸

株式
会社 ケー・ジェー・エム

東京都台東区東上野２ノ２２ノ１４
電 話 ０３―３８３９―０７０７
ＦＡＸ ０３―３８３９―０８０５

営業所 神戸

セイコー時計部品代理店

株式会社 小 島 商 店

東京都台東区東上野２―２２―１４

電 話 ３８３１―４ ６ ２ ８

ＦＡＸ ３８３２―７ ２ ２ ８

時計修理全般

有限会社クワナ時計 サービス

代表取締役 桑 名 才 次

東京都台東区台東４―２９―１５
上野永谷タウンプラザ３Ｆ、３０１
ＴＥＬ ０３―３８３２―３６４１
ＦＡＸ ０３―３８３７―２１６７

アルバ

マリ・エ・マリダイヤモンド

代 理 店

貴金属・付属全般卸

株式
会社 大 丸 時 計 店

本 社 東京都台東区東上野３―３２―１
電 話 （３ ８ ３ ４）２９８６�代
ＦＡＸ （３ ８ ３ ４）２ ９ ８ ７

営業所 長 野 県 千 曲 市 小 島 ３ ０ ６ ２
電 話 ０２６（２ ７ ２）２７５９
ＦＡＸ ０２６（２ ７ ２）２７６６

さんご製品専門卸

企画、デザイン、受注生産

天然石パーツも約５００種以上

�株 大 倉 珊 瑚 店
オークラコーラル

Since １８８３

東 京 都 港 区 浜 松 町 ２ ― ４ ― １
世 界 貿 易 セ ン タ ー ビ ル ５ Ｆ
ＴＥＬ ０３―３４３５―４ ７ ３ ５
ＦＡＸ ０３―３４３６―１ ０ ３ ５

真珠・珊瑚、べっ甲、色石

「マンハッタナーズ」
ジュエリー発売元

酒 井 商 事 株 式 会 社

□本 社 東京都台東区東上野３―４―４
ＴＥＬ ０３（３８３５）３５１８�代
ＦＡＸ ０３（３８３５）３ ５ ２ ０

URL : http : //www.sakaishoji.jp
Ｅメール info@sakaishoji.jp

□創 作 工 房 千葉県我孫子市湖北台８―１８―８
シ ペ ー ロ ＴＥＬ ０４（７１８８）８ ７ ８ ８

ＦＡＸ ０４（７１８８）２ １ ０ ２

珍皮時計バンド各 種
高級皮革時計バンド製造

株式
会社 小林時計バンド

代表取締役 小 林 敏 彦

〒１１０�０００３
東 京 都 北 区 豊 島 ２ ― ７ ― １３
ＴＥＬ ３９１１―３ ２ ７ ２
ＦＡＸ ３９１２―６ ４ １ ０

メイコー時計修理工具
貴 金 属 細 工 用 工 具
各 種 精 密 部 品
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Phone
:27224730

FA
X

:27227098

宝石貴金属装身具用

美術ケース及ディスプレイ製造

〒１１０―００１６
東京都台東区台東４―２３―１

TEL.（０３）５８１８―６５６６
FAX.（０３）５８１８―６５６７

E−mail : info@act−case.com
HP : www.act−case.com

人材育成コンサルタント

本 澤 康 之
dream−up.m.1941.@docomo.ne.jp

〒２７４―０８１５
千葉県船橋市西習志野２―１４―１０

TEL.（０４７）４９０―３６３６
FAX.（０４７）４９０―３６３７

E−mail : dream−up@jb4.so−net.ne.jp
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